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第 1 章

概要

•概要（1ページ）
•外部機能（1ページ）
•ステータス LEDおよびボタン（4ページ）
•サービス可能なコンポーネントの場所（10ページ）
•サーバ機能の概要（12ページ）

概要
CiscoApplicationPolicy InfrastructureController（APIC）サーバーM4およびL4（APIC-SERVER-M4
およびAPIC-SERVER-L4）：10ドライブHDバックプレーン付き小型フォームファクタ（SFF）
ドライブ。

•このフロントローディングドライブベイ 1～ 10は、2.5インチ SAS/SATAドライブをサ
ポートします。

•オプションとして、フロントローディングドライブベイ 1〜4は、2.5インチ NVMe SSD
（オプションの前面 NVMeケーブル付き）をサポートします。

外部機能
このトピックでは、各サーバーバージョンの外部機能について説明します。

Cisco APIC M4および L4サーバー（SFFドライブ）の前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタのドライブバージョンのサーバの前面パネルの機構を示しま

す。
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図 1 : Cisco APIC M4および L4サーバー（SFFドライブ）の前面パネル

ユニット識別ボタン/LED2ドライブベイ 1～ 10は SAS/SATA
ハードディスクドライブ（HDD）お
よびソリッドステートドライブ

（SSD）をサポート。

オプションとして、ドライブベイ 1
〜 4には最大 4台の NVMeドライブ
を搭載できます。最大で 4台である
こと以外に、台数に制限はありませ

ん。ドライブベイ 5〜 10は、
SAS/SATA HDDまたは SSDのみをサ
ポートします。

APIC Server-M4および L4 —ドライ
ブベイ 1～ 10は、2.5インチ NVMe
のみの SSDをサポートします。

APIC-Server-M3および L3:ドライブ
ベイ 1および 2で NVMe PCIe SSDを
サポートします。

1

KVMコネクタ

（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル X
1、USB 2.0 X 2を装備したKVMケー
ブルの接続用）

4電源ボタン/電源ステータス LED3

システム LEDクラスタ：

•ファンステータス LED

•システムステータス LED

•電源装置ステータス LED

•ネットワークリンクアクティビ
ティ LED

•温度ステータス LED

5
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Cisco APIC M4および L4サーバーの背面パネルの機能

背面パネルの機能は、サーバーのバージョンすべてで同一です。

図 2 : Cisco APIC M4および L4サーバーの背面パネル

PCIeスロット

次の PCIeライザーの組み合わせを使用できます。

• PCIeライザー 1に装着された 1枚のハーフハイトライザーカード

次のいずれかの仮想インターフェイスカードを PCIeスロット 1に取り付ける必要が
あります。

• APIC-P-I8D25GF

• APIC-P-ID10GC

1

モジュラ LAN-on-motherboard
（mLOM）カードベイ（x16PCIeレー
ン）

3電源ユニット（PSU）2台。1+1電
源モードで構成されている場合に

は冗長化できます。

2

USB 3.0ポート（2個）5システムユニット識別ボタン/LED4

COMポート（RJ45コネクタ）71 GBイーサネット専用管理ポート6

VGAビデオポート（DB-15コネク
タ）

8

• APIC-P-I8D25GFの 10/25GbEポートは、10Gまたは 25Gポートとして使用できます。す
べてのポートが同じ速度である必要があります。

• Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リーフと Cisco APIC M4/L4間の 25G接続に
は、銅ケーブルを使用する必要があります。たとえば、CiscoSFP-H25G-CU1M。次のトラ
ンシーバオプションのリストを酒匂にしてください。
www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/interfaces-modules/transceiver-modules/datasheet-c78-736950.html

• APIC-P-ID10GCは、Cisco ACIリーフノードへの 10G Base-T接続をサポートします。
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ステータス LEDおよびボタン

前面パネルの LED
図 3 :前面パネルの LED

表 1 :前面パネル LED、状態の定義

状態LED名

•消灯：ハードドライブは正常に動作中です。

•オレンジ：ドライブ障害が検出されました。

•オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

• 1秒間隔のオレンジの点滅：ソフトウェアでドライ
ブ位置特定機能がアクティブ化されました。

SAS/SATAドライブの障害

NVMeソリッドステート
ドライブ（SSD）ドライブ
トレイの LEDの動作は、
SAS/SATAドライブトレ
イとは異なります。

（注）

1

SAS

•消灯：ハードドライブトレイにハードドライブが
存在しません（アクセスなし、障害なし）。

•緑：ハードドライブの準備が完了しています。

•緑の点滅：ハードドライブはデータの読み取り中
または書き込み中です。

SAS/SATAドライブアクティビティ
LED

2

SAS
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•消灯：ドライブは使用されておらず、安全に取り
外すことができます。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能していま
す。

•緑の点滅：ドライバは挿入後の初期化中、または
イジェクトコマンドの後のアンロード中です。

•オレンジ：ドライブで障害が発生しています。

•オレンジの点滅：ソフトウェアでドライブ検出コ
マンドが発行されました。

NVMe SSDドライブ障害

NVMeソリッドステート
ドライブ（SSD）ドライブ
トレイの LEDの動作は、
SAS/SATAドライブトレ
イとは異なります。

（注）

1

NVMe

•消灯：ドライブが動作していません。

•緑の点滅：ドライブは動作中です。

NVMe SSDアクティビティ2

NVMe

•消灯：サーバに AC電力が供給されていません。

•オレンジ：サーバはスタンバイ電源モードです。
Cisco IMCと一部のマザーボード機能にだけ電力が
供給されています。

•緑：サーバは主電源モードです。すべてのサーバ
コンポーネントに電力が供給されています。

電源ボタン/LED3

•消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

•青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

ユニット識別4
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•緑：サーバは正常動作状態で稼働しています。

•緑の点滅：サーバーはシステムの初期化とメモリ
チェックを行っています。

•オレンジの点灯：サーバは縮退運転状態にありま
す（軽度な障害）。次に例を示します。

•電源装置の冗長性が失われている。

• CPUが一致しない。

•少なくとも 1つの CPUに障害が発生してい
る。

•少なくとも 1つの DIMMに障害が発生してい
る。

• RAID構成内の少なくとも 1台のドライブに障
害が発生している。

•オレンジの点滅（2回）：システムボードで重度の
障害が発生しています。

•オレンジの点滅（3回）：メモリ（DIMM）で重度
の障害が発生しています。

•オレンジの点滅（4回）：CPUで重度の障害が発
生しています。

システムヘルス5

•緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

•オレンジの点灯：1台以上の電源装置が縮退運転状
態にあります。

•オレンジの点滅：1台以上の電源装置が重大な障害
発生状態にあります。

電源の状態6

•緑：すべてのファンモジュールが正常に動作中で
す。

•オレンジの点滅：1つ以上のファンモジュールで回
復不能なしきい値を超えました。

ファンの状態7
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•消灯：イーサネット LOMポートリンクがアイド
ル状態です。

•緑：1つ以上のイーサネット LOMポートでリンク
がアクティブになっていますが、アクティビティ

は存在しません。

•緑の点滅：1つ以上のイーサネット LOMポートで
リンクがアクティブになっていて、アクティビティ

が存在します。

ネットワークリンクアクティビティ8

•緑：サーバは正常温度で稼働中です。

•オレンジの点灯：1個以上の温度センサーで重大な
しきい値を超えました。

•オレンジの点滅：1個以上の温度センサーで回復不
能なしきい値を超えました。

温度9

背面パネルの LED
図 4 :背面パネル LED

表 2 :背面パネル LED、状態の定義

状態LEDの名称

•消灯：システムは動作していません。

•オレンジ：重大なエラーが検出されました。

•緑：システムが正常に動作していることを示しま
す。

システム識別 LED4
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状態LEDの名称

AC電源装置：

•消灯：AC入力なし（12 V主電源はオフ、12 Vス
タンバイ電源オフ）。

•緑の点滅：12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•緑の点灯：12 V主電源はオン、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されました
が、12 V主電源はオン。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されました。
12 V主電源はオフです（過電流、過電圧、温度超
過などの障害）。

DC電源装置：

•消灯：DC入力なし（12 V主電源はオフ、12 Vス
タンバイ電源はオフ）。

•緑の点滅：12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•緑の点灯：12 V主電源はオン、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されました
が、12 V主電源はオン。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されました。
12 V主電源はオフです（過電流、過電圧、温度超
過などの障害）。

電源ステータス（各電源装置に 1
つの LED）

内部診断 LED
サーバーには、CPU、DIMM、およびファンモジュールの内部障害 LEDがあります。

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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図 5 :内部診断 LEDの位置

DIMM障害 LED（マザーボード上の各
DIMMソケットの後方に 1つ）

これらの LEDは、サーバーがスタンバ
イ電源モードの場合にのみ動作します。

•オレンジ：DIMMに障害が発生して
います。

•消灯：DIMMは正常です。

3ファンモジュール障害 LED（マ
ザーボード上の各ファンコネクタ

の後方に 1つ）

•オレンジ：ファンに障害が発
生しているか、しっかりと装

着されていません。

•緑：ファンは正常です。

1

CPU障害 LED（マザーボード上の
各 CPUソケットの後方に 1つ）

これらの LEDは、サーバーがスタ
ンバイ電源モードの場合にのみ動

作します。

•オレンジ：CPUに障害が発生
しています。

•消灯オフ: CPUは正常です。

2
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サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを取り外した状態のサーバーを示します。

図 6 : Cisco APIC M4および L4サーバー、サービス可能なコンポーネントの場所

Cisco M6 12G SAS RAIDカードまたは
Cisco M6 12G SAS HBAコントローラ

2フロントローディングドライブベ

イ 1～ 10は SAS/SATA/NVMeドラ
イブをサポート。

1

SuperCapモジュールの取り付けブラ
ケット

この場所に取り付ける SuperCapモ
ジュール（図には示されていません）

は、RAID書き込みキャッシュのため
のバックアップを提供します。

4冷却ファンモジュール、8台。

各ファンはホットスワップ可能で

す

3
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マザーボード CPUソケット 2
（CPU2）

6マザーボード上の DIMMソケッ
ト、合計 32個（CPUあたり 16
個）

CPUは、上部のCPUの上と下部の
CPUの下に 8個のソケットグルー
プに配置され、CPU間に 16のソ
ケットがあります。

5

M.2モジュールコネクタ

最大 2台の SATA M.2 SSDへのコネク
タを備えたブート最適化 RAIDコント
ローラをサポート

8マザーボード CPUソケット 1
（CPU1）

7

PCIeライザースロット 210電源ユニット（PSU）、2基9

シャーシフロア（x16PCIeレーン）上
のモジュラ LOM（mLOM）カードベ
イ

12PCIeライザースロット 1：11`

図 7 : 3つのライザー構成サービス可能コンポーネントの場所

Cisco M6 12G SAS RAIDカードまたは
Cisco M6 12G SAS HBAコントローラ

2フロントローディングドライブベ

イ 1～ 10は SAS/SATA/NVMeドラ
イブをサポート。

1
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SuperCapモジュールの取り付けブラ
ケット

この場所に取り付ける SuperCapモ
ジュール（図には示されていません）

は、RAID書き込みキャッシュのため
のバックアップを提供します。

4冷却ファンモジュール、8台。

各ファンはホットスワップ可能で

す

3

マザーボード CPUソケット 2
（CPU2）

6マザーボード上の DIMMソケッ
ト、合計 32個（CPUあたり 16
個）

CPUは、上部のCPUの上と下部の
CPUの下に 8個のソケットグルー
プに配置され、CPU間に 16のソ
ケットがあります。

5

M.2モジュールコネクタ

最大 2台の SATA M.2 SSDへのコネク
タを備えたブート最適化 RAIDコント
ローラをサポート

8マザーボード CPUソケット 1
（CPU1）

7

PCIeライザースロット 310電源ユニット（PSU）、2基9

シャーシフロア（x16PCIeレーン）上
のモジュラ LOM（mLOM）カードベ
イ

12PCIeライザースロット 211`

シャーシフロア（x16 PCIeレー
ン）上のモジュラLOM（mLOM）
カードベイ

13

サーバ機能の概要
以下の表に、サーバ機能の概要を示します。

説明機能

1ラックユニット（1RU）シャーシシャーシ

最大 2ソケットの AMD Zen2 / 3アーキテクチャ（Rome /Milanプロセッサをサ
ポート）

セントラルプロセッサ

32個のDDR4DIMM、最大3200MHz（1DPC）、2933MHz（2DPC）、RDIMM、
LRDIMMをサポート

メモリ

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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説明機能

マルチビットエラー保護をサポートします。マルチビットエラー保護

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Matrox G200eビデオ/グラ
フィックスコントローラを使用してビデオを提供します。

•ハードウェアアクセラレーションを備えた内蔵 2Dグラフィックスコアで
す。

•組み込み DDR4メモリインターフェイスは最大 512 MBのアドレス可能メ
モリをサポートします（デフォルトで 8 MBがビデオメモリに割り当てら
れます）

•最大 1920 X 1200 16bpp、60Hzのディスプレイ解像度をサポートします。

•高速な内蔵 24ビット RAMDAC

•第1世代の速度で動作するシングルレーンPCI-Expressホストインターフェ
イス

ビデオ

BMCは、Cisco IMC（Cisco Integrated Management Controller）ファームウェアを
動作させます。

Cisco IMCの設定に応じて、1GB専用管理ポート、1Gb/10GbイーサネットLAN
ポート、または、シスコ仮想インターフェイスカードを利用して Cisco IMCに
アクセスできます。

ベースボード管理

背面パネル：

• 1 Gbイーサネット専用管理ポート X1（RJ-45コネクタ）

• RS-232シリアルポート（RJ-45コネクタ）X 1

• VGAビデオコネクタポート X 1（DB-15コネクタ）

• USB 3.0ポート X 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）/OCP 3.0スロット x 1

• KVMコンソールコネクタ x 1（USB 2.0コネクタ x 2、VGA DB15ビデオコ
ネクタ x 1、シリアルポート（RS232）RJ45コネクタ x 1を装備）

前面パネル：

• KVMコンソールコネクタ x 1（USB 2.0コネクタ x 2、VGA DB15ビデオコ
ネクタ x 1、シリアルポート（RS232）RJ45コネクタ x 1を装備）

ネットワークおよび管理 I/O

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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説明機能

マザーボードの mLOM/OCP 3.0専用スロットには、次のカードを柔軟に装着で
きます。

• Cisco仮想インターフェイスカード

• OCP 3.0ネットワークインターフェイスカード（UCSC-O-ID10GC）

モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット

2個の 1 Gb/10 Gb BASE-Tイーサネット LANポートでWake-on-LAN（WoL）規
格をサポートします。

WoL

以下のホットスワップ可能な電源ユニットから最大 2つ選択できます。

• 770 W (AC)

• 1050 W（AC）

• 1050 W（DC）

• 1600 W（AC）

• 2300 W（AC）

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を追加して 1 + 1の冗長性を確
保できます。

電力

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0規格をサポートしていま
す。

ACPI

前面パネルコントローラはステータスインジケータおよびコントロールボタン

を装備しています。

前面パネル

ホットスワップ可能なファンモジュール（前面から背面に向かう冷却用）X8。冷却

水平PCIe拡張スロットは、PCIeライザーアセンブリでサポートされています。
サーバーは、次のいずれかの設定をサポートします。

• PCIeライザー 1に装着された 1枚のハーフハイトライザーカード

• PCIeライザー 1、2、3に装着された 3枚のハーフハイトライザーカード

• 2枚のフルハイトライザーカード

PCIe I/O

このサーバの PCIeバススロットで InfiniBandアーキテクチャをサポートしま
す。

InfiniBand

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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説明機能

ハーフハイトスロット X 3

•ライザー 1（CPU 1が制御）： 1 x16 PCIe Gen4スロット、（Cisco VIC）、
ハーフハイト、3/4レングス

•ライザー 2（CPU 1が制御）： 1 x16 PCIe Gen4スロット、電気的 x8、ハー
フハイト、3/4レングス

•ライザー 3（CPU 1が制御）： 1 x16 PCIe Gen4スロット、（Cisco VIC）、
ハーフハイト、3/4レングス

フルハイトライザースロット X 2

•ライザー 1（CPU 1が制御）： 1 x16 PCIe Gen4スロット、（Cisco VIC）、
フルハイト、3/4レングス

•ライザー 3（CPU 1が制御）： 1 x16 PCIe Gen4スロット、（Cisco VIC）、
フルハイト、3/4レングス

拡張スロット

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• RS-232シリアルポート（RJ45コネクタ）x 1

• DB15 VGAコネクタ × 1

• USB 3.0ポートコネクタ x 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット x 1

前面パネル：

• KVMコンソールコネクタ X 1（USB 2.0コネクタ X 2、

• VGA DB15ビデオコネクタ X 1、およびシリアルポート（RS232）RJ45コ
ネクタX 1）

インターフェイス

Cisco APIC M4および L4（APIC-SERVER-M4および APIC-SERVER-L4）：サー
バーは、前面パネル/ドライブバックプレーン構成が異なる 4種類のバージョン
で注文可能です。

ストレージ、前面パネル

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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説明機能

サーバには、以下の内蔵ストレージオプションがあります。

•マザーボード上の USBポート X 1。

•ミニストレージモジュールソケット。オプションで次のいずれかが付属し
ます。

• SDカードモジュール。最大 2枚の SDカードをサポート。

• M.2 SSDモジュール。2つの SATA M.2 SSDまたは 2つの NVMe M.2
SSDのいずれかをサポートします。

• PCIeライザー 1の microSDカードソケット X 1。

•容量の異なる SATA M.2 SSDの同時使用はサポートされません。

•また、USB3.0 TypeAコネクタもサポートしています。

ストレージ、内部

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ファームウェアを実行するベー
スボード管理コントローラ（BMC）。

CIMCの設定に応じて、1GE管理専用ポート、1GE/10GE LOMポート、または
Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を介して CIMCにアクセスできま
す。

CIMCはサーバ内の特定のコンポーネント（Cisco 12G SASHBAなど）を管理し
ます。

組み込み管理プロセッサ

Cisco 12G SAS RAIDコントローラまたは Cisco 12G SAS HBAを専用スロットに
接続します。一度に使用できるのは、一度に 1つだけです。

• Cisco 12G SAS RAIDコントローラ

• RAIDサポート（RAID0、1、5、6、10、50、60、SRAID0、および JBOD
モード)

•最大 10台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

•ドライブバックプレーンに接続

• Cisco 12G SAS HBA

• RAIDはサポートされません

JBOD/パススルーモードのサポート

最大 10台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

ドライブバックプレーンに接続

ストレージコントローラ

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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説明機能

マザーボードのmLOM専用スロットには、次のカードを柔軟に装着できます。

•シスコの仮想インターフェイスカード（VIC）

モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット

サーバには、Ciscoモジュラ RAIDコントローラカードで使用される SuperCap
ユニットの冷却ファンの近くに取り付けブラケットがあります。

RAIDバックアップ

統合 VGAビデオ。統合ビデオ

Intersightは、サーバ管理機能を提供します。Intersight

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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第 2 章

サーバのインストール

•設置の準備（19ページ）
•ラックへのサーバの設置（23ページ）
•サーバの初期設定（27ページ）
• NICモードおよび NIC冗長化の設定（33ページ）
• BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新（33ページ）
•システム BIOSへのアクセス（34ページ）
•スマートアクセス（シリアル）（34ページ）
•スマートアクセス（USB）（35ページ）

設置の準備
ここでは、次の内容について説明します。

設置に関する警告とガイドライン

サーバの設置、操作、または保守を行う前に、『規制コンプライアンスと安全性情報』を参

照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留

意してください。各警告の最載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全につ

いての警告を参照してください。

ステートメント 1071

警告
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システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 35° C（95° F）を超えるエリアで操作しない
でください。

ステートメント 1047

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。

ステートメント 1019

警告

機器の取り付けは各地域および各国の電気規格に適合する必要があります。

ステートメント 1074

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入り制限区域と

は、特別な器具、鍵、錠、またはその他の保全手段を使用しないと入ることができないスペー

スを意味します。

ステートメント 1017

警告

この製品は設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計され

ています。保護デバイスの定格電流が20A（北米）、16A（ヨーロッパ）、および13A（英国）
を超えていないことを確認します。

ステートメント 1005

警告

サーバを取り付ける際は、適切なエアーフローを確保するために、レールキットを使用する必

要があります。レールキットを使用せずに、ユニットを別のユニットの上に物理的に置く、つ

まり「積み重ねる」と、サーバの上部にある通気口がふさがれ、過熱したり、ファンの回転が

速くなったり、電力消費が高くなったりする原因となる可能性があります。サーバをラックに

取り付けるときは、これらのレールによりサーバ間で必要な最小の間隔が提供されるので、

レールキットにサーバをマウントすることを推奨します。レールキットを使用してユニット

をマウントする場合は、サーバ間の間隔を余分にとる必要はありません。

注意
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鉄共振テクノロジーを使用する無停電電源装置（UPS）タイプは使用しないでください。この
タイプの UPSは、Cisco UCSなどのシステムに使用すると、データトラフィックパターンの
変化によって入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

注意

入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路上の合計最大負荷が、配線とブ

レーカーの定格電流の範囲内となるようにしてください。

注意

サーバを設置する際には、次のガイドラインに従ってください。

•サーバを設置する前に、設置場所の構成を計画し、設置環境を整えます。

•サーバの周囲に、保守作業および適切な通気のための十分なスペースがあることを確認し
ます。このサーバのエアーフローは、前面から後面へと流れます。

•空調が、環境仕様（38ページ）に記載された温度要件に適合していることを確認します。

•キャビネットまたはラックが、ラックに関する要件（22ページ）に記載された要件に適
合していることを確認します。

•設置場所の電源が、電力仕様（40ページ）に記載された電源要件に適合していることを
確認します。使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してく
ださい。

アース要件

スイッチは、電源によって供給される電圧の変動の影響を受けます。過電圧、低電圧、および

過渡電圧（またはスパイク）によって、データがメモリから消去されたり、コンポーネントの

障害が発生するおそれがあります。このような問題から保護するために、スイッチにアース接

続があることを確認してください。スイッチのアースパッドは、アース接続に直接接続する

か、完全に接合されてアースされたラックに接続できます。

アースされたラックに正しくシャーシを取り付けている場合、スイッチはラックに金属間接続

されているためアースされています。または、お客様が準備したアースケーブルを使用して

シャーシをアースすることもできます。その場合、地域および国の設置要件を満たすアース

ケーブルを使用する必要があり（米国での設置の場合は 6 AWGワイヤを推奨）、アースラグ
（スイッチのアクセサリーキットで提供）を使ってシャーシに接続してから設置場所のアース

に接続します。

AC電源に接続すると、AC電源モジュールが自動的にアースされます。DC電源モジュールの
場合、電源モジュールを DC電源に配線するときにアース線を接続する必要があります。

（注）
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ラックに関する要件

次のタイプのラックを使用する必要があります。

•標準的な 19インチ（48.3 cm）幅 4支柱 EIAラック（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション
1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合するマウント支柱付き）。

•シスコが提供するスライドレールを使用する場合、ラック支柱の穴は、0.38インチ（9.6
mm）の正方形、0.28インチ（7.1 mm）の丸形、#12-24 UNC、または #10-32 UNCになり
ます。

•サーバーあたりの縦方向の最小ラックスペースは、1ラックユニット（RU）、つまり
44.45 mm（1.75インチ）である必要があります。

サポートされている Ciscoスライドレールキット

サーバでは、次のレールキットオプションがサポートされています。

•シスコ部品 UCSC-RAILB-M6=（ボールベアリングスライドレールキット）。

•シスコ部品 UCSC-CMA-C220M6=（ケーブルマネジメントアーム）

必要なラック取り付け工具

このサーバ用にシスコが販売するスライドレールの場合、設置に必要な工具はありません。

スライドレールおよびケーブル管理アームの寸法

このサーバのスライドレールの調整範囲は 24～ 36インチ（610～ 914 mm）です。

オプションのケーブル管理アーム（CMA）には、長さに関する追加の要件があります。

•サーバの背面から CMAの背面までの追加の距離は、5.4インチ（137.4 mm）です。

• CMAを含むサーバ全体の長さは 35.2インチ（894 mm）です。

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
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ラックへのサーバの設置

ラックにこの装置をマウントしたり、ラック上の装置の作業を行うときは、ケガをしないよう

に、装置が安定した状態に置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項に従っ

てください。

ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、重い

順に下から上へ設置します。

ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラックに設

置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

ステートメント 1006

警告

ステップ 1 サーバーの側面に内側レールを装着します。

a) レール内の 3つのキー付きスロットがサーバー側面の 3個のペグの位置に合うように、内側レールを
サーバーの一方の側の位置に合わせます。

b) キー付きスロットをペグに設定し、レールを前面に向けてスライドさせて、ペグの所定の位置にロッ
クします。前面スロットには、前面ペグにロックするための金属製クリップがあります。

c) 2つ目の内側レールをサーバーの反対側に取り付けます。

図 8 :サーバ側面への内側レールの取り付け

内側レール2サーバーの前面1

ステップ 2 両方のスライドレール部品で前面の固定プレートを開きます。スライドレール部品の前端に、バネ仕掛け
の固定プレートがあります。取り付けペグをラック支柱の穴に挿入する前に、この固定プレートが開いて

いる必要があります。

部品の外側で、背面を向いている緑色の矢印ボタンを押して、固定プレートを開きます。
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図 9 :前面の固定部分、前端の内側

開いた位置に引き戻された固定プレート3前面側の取り付けペグ1

-取り付けペグと開いた固定プレー

トの間のラック支柱

2

ステップ 3 外側のスライドレールをラックに取り付けます。

a) 片側のスライドレール部品の前端を、使用する前面ラック支柱の穴の位置に合わせます。

スライドレールの前部がラック支柱の外側を回り込むように配置され、取り付けペグが外側の前部か

らラック支柱の穴に入ります。

ラック支柱は、取り付けペグと開いた固定プレートの間にある必要があります。（注）

b) 取り付けペグを、外側前面からラック支柱の穴に差し込みます。
c) 「PUSH」のマークが付いた固定プレートのリリースボタンを押します。ばね仕掛けの固定プレートが
閉じて、ペグが所定の位置にロックされます。

d) スライドレールの長さを調整したら、背面取り付けペグを対応する背面ラック支柱の穴に差し込みま
す。スライドレールは前面から背面に向かって水平である必要があります。

背面取り付けペグを、ラック支柱の内側から背面ラック支柱の穴に入れます。

e) 2つ目のスライドレール部品を、ラックの反対側に取り付けます。2つのスライドレール部品が同じ
高さであり、水平になっていることを確認します。

f) 所定の位置に収まって留まるまで、各部品の内側のスライドレールをラック前方へ引き出します。

ステップ 4 サーバを次のようにスライドレールに装着します。

このサーバは、コンポーネントがフルに搭載されている場合、最大で 29 kg（64ポンド）の重
量になります。サーバを持ち上げるときは、2人以上で行うか、リフトを使用することを推奨
します。この手順を 1人で実行しようとすると、怪我や機器の損傷を招くおそれがあります。

注意

a) サーバーの側面に装着されている内側レールの後端を、ラック上の空のスライドレールの前端の位置
に合わせます。

b) 内部の停止位置で止まるまで、内側レールをラック上のスライドレールに押し込みます。
c) 両方の内側レールで内側レールリリースクリップを背面に向けてスライドさせたら、前面のスラム
ラッチがラック支柱に収まるまで、サーバーをラックに押し込みます。
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図 10 :内側レールリリースクリップ

ラック支柱に装着されている外側スライ

ドレール

3内側レールリリースクリップ1

-サーバーに装着され、外側のスラ

イドレールに挿入されている内側

レール

2

ステップ 5 （オプション）スライドレールに付属の 2本のネジを使用して、サーバをさらに確実にラックに固定しま
す。サーバーを取り付けたラックを移動する場合は、この手順を実行します。

サーバをスライドレールに完全に押し込んだ状態で、サーバ前面のヒンジ付きスラムラッチのレバーを開

き、レバーの下にある穴からネジを挿入します。ネジがラック支柱のレールの静止部分に挿入され、サー

バが引き抜かれるのを防ぎます。反対のスラムラッチについても行ってください。

ケーブルマネジメントアームの取り付け（オプション）

ケーブルマネジメントアーム（CMA）は、左右を逆にして取り付けることができます。CMA
を逆に取り付けるには、取り付ける前にケーブル管理アームの反転取り付け（オプション）

（27ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 1 サーバをラックに完全に押し込んだ状態で、サーバから最も離れたCMAアームのCMAタブを、ラック支
柱に装着された固定スライドレールの終端にスライドさせます。カチッと音がしてロックされるまで、タ

ブをレールの終端にスライドさせます。

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
25

サーバのインストール

ケーブルマネジメントアームの取り付け（オプション）



図 11 : CMAのスライドレール後方への取り付け

幅調整スライダの CMAタブは、外側の
固定スライドレールの終端に取り付けま

す。

3サーバから最も離れたアームのCMA
タブは、外側の固定スライドレール

の終端に取り付けます。

1

サーバ背面4サーバに最も近いアームのCMAタブ
は、サーバに装着された内側のスラ

イドレールの終端に取り付けます。

2

ステップ 2 サーバに最も近い CMAタブを、サーバに装着された内側レールの終端にスライドさせます。カチッと音
がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 3 ラックの幅に一致するまで、CMAアセンブリの反対側の終端にある幅調整スライダを引き出します。

ステップ 4 幅調整スライダの終端にある CMAタブを、ラック支柱に装着された固定スライドレールの終端にスライ
ドさせます。カチッと音がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 5 各プラスチック製ケーブルガイドの上部でヒンジ付きフラップを開き、必要に応じてケーブルガイドを通
してケーブルを配線します。
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ケーブル管理アームの反転取り付け（オプション）

ステップ 1 CMAアセンブリ全体を左から右に 180度回転させます。プラスチック製ケーブルガイドは、上向きのま
まにしておく必要があります。

ステップ 2 CMAアームの両端にあるタブを反転させ、サーバの背面を向くようにします。

ステップ 3 幅調整スライダの終端にあるタブを回転させます。タブの外側の金属製ボタンを押したままタブを 180度
回転させ、サーバの背面を向くようにします。

図 12 : CMAの反転

タブの外側の金属製ボタン2幅調整スライダの終端の CMAタブ1

サーバの初期設定

ここでは、サーバをスタンドアロンモードで使用する場合のサーバの電源投入方法、IPアド
レスの割り当て方法、サーバ管理への接続方法について説明します。

（注）

サーバのデフォルト設定

サーバは次のデフォルト設定で出荷されます。

• NICモードは専用です（APICでサポートされている唯一のオプション）。
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•専用 NICモードの場合、NICの冗長性はありません。

• DHCPは有効になっています。

• IPv4は有効です。

接続方法

システムに接続して初期設定を行うには、次の 2つの方法があります。

•ローカル設定：キーボードとモニタをシステムに直接接続して設定を行う場合は、この手
順を使用します。この手順では、KVMケーブル（Cisco PIDN20-BKVM）またはサーバの
背面にあるポートを使用できます。

•リモート設定：専用管理 LAN経由で設定を行う場合は、この手順を使用します。

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワー

ク上にDHCPサーバが存在する必要があります。このサーバノー
ドのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ設定し
ておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜
きアセットタグにあるラベルに印字されています。このサーバ

ノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当て
られています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つ
の連続するMACアドレスの範囲のうち最初のものです。

（注）

ここでは、次の内容について説明します。

設定のためのサーバへのローカル接続

この手順では、次の機器が必要です。

• VGAモニタ

• USBキーボード

•サポートされているCisco KVMケーブル（Cisco PIDN20-BKVM）、またはUSBケーブル
と VGA DB-15ケーブル

ステップ 1 電源コードをサーバーの各電源装置に接続し、次に、接地された電源コンセントに各コードを接続します。

最初のブート中、サーバがスタンバイ電源でブートするまでに約 2分かかります。システムの電源ステー
タスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場合、サーバは
スタンバイ電源モードです。

ステップ 2 次のいずれかの方法を使用して、USBキーボードと VGAモニタをサーバに接続します。
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•オプションの KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）を前面パネルの KVMコネクタに接続します。
USBキーボードと VGAモニタを KVMケーブルに接続します。

• USBキーボードと VGAモニタを背面パネルの対応するコネクタに接続します。

ステップ 3 Cisco IMC設定ユーティリティを開きます。

a) 前面パネルの電源ボタンを 4秒間長押しして、サーバを起動します。
b) ブートアップ時に、Cisco IMC設定ユーティリティを開くよう求められたら F8を押します。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求
するプロンプトが表示されます。デフォルトのパスワードはpasswordです。強力なパスワー
ド機能を有効にします。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最低 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザの名前を含めないこと。

•パスワードには、以下の 4つのカテゴリのうちの 3つに属する文字が含まれていなければなりま
せん。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

•非英字文字（!、@、#、$、%、^、&、*、-、_、、=、''）

ステップ 4 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムの設定（31ページ）に進みます。

リモート接続によるサーバの設定

この手順では、次の機器が必要です。

•管理 LANに接続した RJ-45イーサネットケーブル X 1。
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始める前に

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワーク上にDHCPサーバが存在す
る必要があります。このサーバノードのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ
設定しておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜きアセットタグにある
ラベルに印字されています。このサーバノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範
囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つの連続するMAC
アドレスの範囲のうち最初のものです。

（注）

ステップ 1 電源コードをサーバーの各電源装置に接続し、次に、接地された電源コンセントに各コードを接続します。

最初のブート中、サーバがスタンバイ電源でブートするまでに約 2分かかります。システムの電源ステー
タスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場合、サーバは
スタンバイ電源モードです。

ステップ 2 管理イーサネットケーブルを背面パネルの専用管理ポートに差し込みます。

ステップ 3 事前設定された DHCPサーバで、サーバノードに IPアドレスを割り当てられるようにします。

ステップ 4 割り当てられた IPアドレスを使用して、サーバノードの Cisco IMCにアクセスし、ログインします。IP
アドレスを特定するには、DHCPサーバの管理者に相談してください。

サーバのデフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトのパスワードは passwordです。（注）

ステップ 5 Cisco IMCの [サーバサマリー（Server Summary）]ページで、[KVMコンソールの起動（Launch KVM
Console）]をクリックします。別の KVMコンソールウィンドウが開きます。

ステップ 6 Cisco IMCの [サマリー（Summary）]ページで、[サーバの電源の再投入（Power Cycle Server）]をクリッ
クします。システムがリブートします。

ステップ 7 KVMコンソールウィンドウを選択します。

次のキーボード操作を有効にするには、KVMコンソールウィンドウがアクティブウィンドウ
である必要があります。

（注）

ステップ 8 プロンプトが表示されたら、F8を押して、Cisco IMC設定ユーティリティを起動します。このユーティリ
ティは、KVMコンソールウィンドウで開きます。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求す
るプロンプトが表示されます。デフォルトのパスワードは passwordです。強力なパスワード機
能を有効にします。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最低 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザの名前を含めないこと。

•パスワードには、以下の4つのカテゴリのうちの3つに属する文字が含まれていなければなりません。

•大文字の英字（A～ Z）
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•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

•非英字文字（!、@、#、$、%、^、&、*、-、_、、=、''）

ステップ 9 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムの設定（31ページ）に進みます。

Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムの設定

始める前に

システムに接続して Cisco IMC設定ユーティリティを開いた後、次の手順を実行します。

ステップ 1 NICモードを設定して、サーバー管理のため Cisco IMCにアクセスする際に使用するポートを選択しま
す。APICアプライアンスの Cisco IMCは、専用モードのみをサポートします。

• [専用（Dedicated）]：Cisco IMCへのアクセスに専用管理ポートを使用します。次の手順で、[なし

（None）] NIC冗長化設定を選択する必要があります。

ステップ 2 専用 NICモードでサポートされている唯一のオプションである [なし（Nome）]に NIC冗長性を設定し
ます。

• [なし（None）]：イーサネットポートは個別に動作し、障害が発生してもフェールオーバーを行い
ません。この設定は、「専用」NICモードでのみ使用できます。

ステップ 3 ダイナミックネットワーク設定用にDHCPを有効にするか、スタティックネットワーク設定を開始する
かを選択します。

DHCPを有効にするには、このサーバのMACアドレスの範囲を DHCPサーバにあらかじめ
設定しておく必要があります。MACアドレスはサーバ背面のラベルに印字されています。こ
のサーバでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに
印字されているMACアドレスは、6つの連続するMACアドレスの範囲のうち最初のもので
す。

（注）

スタティック IPv4および IPv6の設定を以下に示します。

• Cisco IMCの IPアドレス。

IPv6では、有効な値は 1～ 127です。

•ゲートウェイ。

IPv6では、ゲートウェイが不明な場合、::（2つのコロン）を入力して「なし」と設定することがで
きます。

•優先 DNSサーバアドレス。
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IPv6では、::（2つのコロン）を入力して「なし」と設定することができます。

ステップ 4 （オプション）VLANを設定します。

ステップ 5 F1を押して 2番目の設定ウィンドウに移動し、次の手順に進みます。

2番目のウィンドウで F2を押すと、最初のウィンドウに戻ることができます。

ステップ 6 （オプション）サーバのホスト名を設定します。

ステップ 7 （オプション）ダイナミック DNSを有効にし、ダイナミック DNS（DDNS）ドメインを設定します。

ステップ 8 （オプション）[工場出荷時のデフォルト（Factory Default）]チェックボックスをオンにすると、サーバ
は工場出荷時の初期状態に戻ります。

ステップ 9 （オプション）デフォルトのユーザパスワードを設定します。

サーバの工場出荷時デフォルトのユーザ名はadminです。デフォルトのパスワードはpassword
です。

（注）

ステップ 10 （オプション）ポート設定の自動ネゴシエーションを有効にするか、またはポート速度とデュプレック

スモードを手動で設定します。

自動ネゴシエーションは専用NICモードを使用する場合にのみ適用できます。自動ネゴシエー
ションを適用すると、サーバが接続されているスイッチポートに基づいて自動的にポート速

度とデュプレックスモードが設定されます。自動ネゴシエーションを無効にした場合、ポー

ト速度とデュプレックスモードを手動で設定する必要があります。

（注）

ステップ 11 （オプション）ポートプロファイルとポート名をリセットします。

ステップ 12 F5を押して設定を更新します。新しい設定と「ネットワーク設定が構成されました（Network settings
configured）」というメッセージが表示されるまでに約 45秒かかります。その後、次の手順でサーバを
リブートします。

ステップ 13 F10を押して設定を保存し、サーバをリブートします。

DHCPの無効化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスがブー
トアップ時にコンソール画面に表示されます。

（注）

次のタスク

ブラウザと Cisco IMCの IPアドレスを使用して、Cisco IMC管理インターフェイスに接続しま
す。IPアドレスは、設定した内容（スタティックアドレスまたは DHCPサーバによって割り
当てられたアドレス）に基づいて決まります。

サーバの工場出荷時デフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトのパスワードは password
です。

（注）
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NICモードおよび NIC冗長化の設定
表 3 :各 NICモードの有効な NIC冗長化の設定

有効な NIC冗長化の設定NICモード

なし専用

APICアプライアンスの Cisco IMCでは専用モードのみがサポートされています。

CIMC設定ユーティリティで、CIMCを設定する際に、NICモードをDedicatedに設定します。
CIMC GUIで CIMCを設定後、以下のパラメータが設定されていることを確認します。

Settingsパラメータ（Parameters）

VICで無効LLDP

BIOSでイネーブルTPM Support

イネーブルTPM Enabled Status

所有する所有権

BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新

BIOSファームウェアをアップグレードする場合、Cisco IMCファームウェアも同じバージョン
にアップグレードする必要があります。アップグレードしないと、サーバがブートしません。

BIOSと Cisco IMCのファームウェアを一致させていない限り、電源をオフにしないでくださ
い。オフにすると、サーバがブートしません。

シスコは、BIOS、CIMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアッ
プグレードできるよう支援するために、Cisco Host Upgrade Utilityを提供しています。

注意

サーバには、シスコが提供し、承認しているファームウェアが使用されています。シスコは、

各ファームウェアイメージと共にリリースノートを提供しています。ファームウェアを更新

するには、いくつかの実行可能な方法があります。

•ファームウェア更新の推奨される方法：CiscoHostUpgradeUtilityを使用して、Cisco IMC、
BIOS、およびコンポーネントファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアップグレー
ドします。

最新のファームウェアリリースについては、『Cisco Host Upgrade Utility Quick Reference
Guide』を参照してください。
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• Cisco IMCの GUIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

• Cisco IMCの CLIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

システム BIOSへのアクセス

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押してBIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

このユーティリティの [Main]ページに、現在の BIOSのバージョンとビルドが表示されます。（注）

ステップ 2 矢印キーを使って、BIOSメニューページを選択します。

ステップ 3 矢印キーを使って、変更するフィールドを反転表示にします。

ステップ 4 Enterキーを押して変更するフィールドを選択し、そのフィールドの値を変更します。

ステップ 5 Exitメニュー画面が表示されるまで右矢印キーを押します。

ステップ 6 Exitメニュー画面の指示に従って変更内容を保存し、セットアップユーティリティを終了します（また
は、F10キーを押します）。Escキーを押すと、変更内容を保存せずにユーティリティを終了できます。

スマートアクセス（シリアル）
このサーバーは、スマートアクセス（シリアル）機能をサポートしています。この機能によ

り、ホストのシリアルと Cisco IMC CLIを切り替えることができます。

•この機能には、次の要件があります。

•サーバーの背面パネルの RJ-45シリアルコネクタ、または前面パネルの KVMコン
ソールコネクタでDB-9接続（KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）を使用する場
合）を使用することができる、シリアルケーブル接続。

•サーバーの BIOSでコンソールリダイレクションを有効にする必要があります。

•端末タイプは、VT100+または VTUFT8に設定する必要があります。

• Serial overLAN（SoL）を無効にする必要があります（SoLはデフォルトで無効になっ
ています）。

•ホストのシリアルから Cisco IMC CLIに切り替えるには、Escキーを押した状態で 9キー
を押します。

接続を認証するために Cisco IMCクレデンシャルを入力する必要があります。
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• Cisco IMCCLIからホストのシリアルに切り替えるには、Escキーを押した状態で 8キーを
押します。

Serial overLAN（SoL）機能が有効になっている場合は、Cisco IMC
CLIに切り替えることができません。

（注）

•セッションが作成されると、CLIまたはWeb GUIに serialという名前で表示されます。

スマートアクセス（USB）
このサーバーは、スマートアクセス（USB）機能をサポートしています。このサーバーのボー
ド管理コントローラ（BMC）は、大容量の USBストレージデバイスに対応しており、その
データにアクセスすることができます。この機能では、フロントパネルの USBデバイスをメ
ディアとして使用して、ネットワーク接続を必要とせずに BMCとユーザ間でデータを転送で
きます。これは、リモート BMCインターフェイスがまだ利用可能でない場合や、ネットワー
クの不良構成によりリモート BMCインターフェイスにアクセスできない場合などに役立ちま
す。

•この機能には、次の要件があります。

•フロントパネルのKVMコンソールコネクタにKVMケーブル（CiscoPIDN20-BKVM）
が接続されていること。

• USBストレージデバイスが、KVMケーブルにより、いずれかの USB 2.0コネクタに
接続されていること。。電流保護回路による切断を避けるため、USBデバイスの電流
消費は 500 mA未満である必要があります。

KVMケーブルに接続されているマウスまたはキーボードは、ス
マートアクセス（USB）を有効にすると切断されます。

（注）

• USB3.0ベースのデバイスも使用できますが、動作速度はUSB2.0の速度になります。

• USBデバイスには 1つのパーティションのみを設定することをお勧めします。

•サポートされているファイルシステム形式は、FAT16、FAT32、MSDOS、EXT2、
EXT3、および EXT4です。NTFSはサポートされません。

•フロントパネルの KVMコネクタは、ホスト OSと BMC間で USBポートを切り替える
ように設計されています。

•スマートアクセス（USB）は、いずれかのBMCユーザーインターフェイスを使用して有
効または無効にすることができます。たとえば、ブートアップ中にメッセージが表示され

たときに F8を押すことにより、Cisco IMC設定ユーティリティを使用できます。

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
35

サーバのインストール

スマートアクセス（USB）



•有効時：フロントパネルの USBデバイスは BMCに接続されます。

•無効時：フロントパネルの USBデバイスはホストに接続されます。

•管理ネットワークを使用してリモートでCisco IMCに接続できない場合は、シリアルケー
ブルを介してデバイスファームウェアアップデート（DFU）シェルを使用できます。テ
クニカルサポートファイルを生成し、フロントパネルの USBポートに装着されている
USBデバイスにダウンロードすることができます。
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付録 A
サーバの仕様

•サーバの仕様（37ページ）

サーバの仕様
この付録では、サーバの物理仕様、環境仕様、および電源仕様を示します。

•物理仕様（37ページ）

•環境仕様（38ページ）

•電力仕様（40ページ）

物理仕様

以下の表に、サーババージョンの物理仕様を示します。

表 4 :物理仕様

仕様説明

43.2 mm（1.7インチ）高さ

429.0 mm（16.9インチ）幅

サーバーのみ：740.3 mm（29.5インチ）

サーバーとスライドレール：787.4mm（31.0インチ）

奥行（長

さ）

最大：17.0 kg（37.5ポンド）

最小：13.2 kg（29.0ポンド）

重量
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環境仕様

以下の表に、サーバの環境要件と仕様を示します。

表 5 :物理仕様

仕様説明

10° C～ 35° C（50° F～ 95° F）、直射日光の当たらない場所

海抜 300 mごとに最高温度が 1 °C低下。

ASHRAEのガイドラインでは動作範囲が異なる複数のクラス
が定義されていますが、推奨される温度と湿度の動作範囲は

クラスごとに同じです。推奨される温度と湿度の範囲は次の

とおりです。

（注）

•動作温度：64.4°F～ 80.6°F（18°C～ 27°C）

詳細情報については、『Ciscoユニファイドコンピューティン
グシステムサイトプランニングガイド:データセンターの電源
と冷却』を参照してください。

温度（動作時）

-40° Cより低いか、65° Cを越える（-40° Fより低いか、149° Fを越える）

最大変化率（動作時と非動作時）20 °C/時（36 °F/時）

非動作時温度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

5° C～ 40° C（41° F～ 104° F）、直射日光の当たらない場所

機能低下までの最大許容動作温度

950 m（3117フィート）を越える場所で 1°C/175 m（1°F/319フィート）

5° C～ 45° C（41° F～ 113° F）、直射日光の当たらない場所

機能低下までの最大許容動作温度

950 m（3117フィート）を越える場所で 1°C/125 m（1°F/228フィート）

拡張動作温度の範囲で動作している場合、システムパフォーマンスに

影響が出ることがあります。

40°C超での動作は、年間

動作時間の 1%未満に制限されます。

ハードウェア構成の制限が拡張動作温度範囲に適用されます。

拡張動作温度

8～ 90%、最大露点温度 24° C（75° F）非凝縮環境湿度（RH）（動作時）

5%以下または 95%以上、最大露点温度 33o C（91o F）、非凝縮環境湿度（RH）（非動作時）

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）
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0～ 10,000フィート高度（動作時）

0～ 40,000フィート非動作時高度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

5.8音響出力レベル

ISO7779に基づく A特性音響出力レベル
LwAd（Bels）を測定

23°C（73°F）での動作

43騒音レベル

ISO7779に基づくA特性音圧レベルLpAm
（dBA）を測定

23°C（73°F）での動作

ネットワークインターフェイスカードに関する考慮事項

このセクションでは、Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）APIC M4/L4の
ネットワークインターフェイスカード（NIC）のサポートと考慮事項について説明します。

次のサポートされているネットワークインターフェイスカードは、Cisco APIC M4/L4の PCIe
ライザー 01に挿入する必要があります。

• APIC-P-I8D25GF（2 X 10/25G SFP28）

• APIC-P-ID10GC（2 x 10GBase-T）

サポートされるネットワークインターフェイスカードには、次の考慮事項があります。

• APIC-P-I8D25GFの 10/25GbEポートは、10Gまたは 25Gポートとして使用できます。す
べてのポートが同じ速度である必要があります。

• Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）リーフと Cisco APIC M4/L4間の 25G接続に
は、銅ケーブルを使用する必要があります。たとえば、CiscoSFP-H25G-CU1M。次のトラ
ンシーバオプションのリストを酒匂にしてください。
www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/interfaces-modules/transceiver-modules/datasheet-c78-736950.html

• APIC-P-ID10GCは、Cisco ACIリーフノードへの 10G Base-T接続をサポートします。

NICモードのその他の考慮事項と詳細については、NICモードおよび NIC冗長化の設定（33
ページ）を参照してください。

（注）
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電力仕様

表 6 : M4システム負荷の見積もり

100%75%50%システムのワークロード要因

409.91 W409.91 W409.91 W最大入力電力

409.91 W338.59 W268.24 W入力電力

129.18 W129.18 W129.18 Wアイドル時入力電力

1.72 A1.43 A1.13 A入力電流

48.43 cfm40 cfm31.69 cfmエアーフロー

1398.68 BTU /時1155.31 BTU /時915.28 BTU /時冷却

表 7 : L4システム負荷の見積もり

100%75%50%システムのワークロード要因

429.85 W429.85 W429.85 W最大入力電力

429.85 W355 W280.83 W入力電力

134.26 W134.26 W134.26 Wアイドル時入力電力

1.81 A1.5 A1.19 A入力電流

50.78 cfm41.94 cfm33.18 cfmエアーフロー

1466.71 BTU/時1211.31 BTU/時958.22 BTU/時冷却

サーバ内で異なるタイプ/ワット数の電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方の
電源装置が同じである必要があります。

（注）

次の URLにある Cisco UCS Power Calculatorを使用すると、ご使用のサーバ設定の電源に関す
る詳細情報を取得できます。

http://ucspowercalc.cisco.com [英語]

サポートされている電源オプションの電源仕様を次に示します。
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770 W AC電源装置

このセクションでは、各 770 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号
APIC-PSU1-770W）。

表 8 : 770 W AC仕様

仕様説明

公称範囲：100～ 120 VAC、200～ 240 VAC

（範囲：90～ 132 VAC、180～ 264 VAC）

AC入力電圧

公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

100 VACで 9.5 A

208 VACで 4.5 A

最大 AC入力電流

950 VA @ 100 VAC最大入力電圧

15 A（サブサイクル期間）最大突入電流

12 ms @ 770 W最大保留時間

770 WPSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源の出力電圧

12 VDC電源スタンバイ電圧

Climate Savers PlatinumEfficiency（80Plus Platinum認定）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ

1050 W DC電源装置

ここでは、各1050WDC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号UCSC-PSUV2-1050DC）。

表 9 : 1050 W DC仕様

仕様説明

公称範囲：-48～ -60 VDC

（範囲：-40～ -72 VDC）

DC入力電圧
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32 A（-40 VDC動作時）最大 DC入力電流

1234 W最大入力ワット数

35 A（サブサイクル期間）最大突入電流

100%の負荷で 5ms（1050Wメインおよび 36Wスタンバイ）最大保留時間

1050 W（12 VDCメイン電源）

36 W（DC 12 Vスタンバイ電源）

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源の出力電圧

12 VDC電源スタンバイ電圧

≥ 92 %（負荷 50 %）効率評価

RSP2フォームファクタ

固定 3線ブロック入力コネクタ

電源コードの仕様

サーバの各電源装置には電源コードがあります。サーバとの接続には、標準の電源コードまた

はジャンパ電源コードを使用できます。ラック用の短いジャンパ電源コードは、必要に応じて

標準の電源コードの代わりに使用できます。

以下にリストされている認定済みの電源コードまたはジャンパ電源コードのみサポートされて

います。

（注）

表 10 :サポートされている電源コード

長さ（メートル）長さ（フィート）説明

3.511.7CAB-48DC-40A-8AWG

DC電源コード、-48 VDC、40 A、8 AWG

3線の 3ソケットMini-Fitコネクタ

3.09.8CAB-C13-C14-AC

電源コード、10 A、C13～ C14、埋め込み型コンセント
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2.58.2CAB-250V-10A-AR

AC電源コード、250 V、10 A

アルゼンチン

2.06.6CAB-C13-C14-2M-JP

AC電源コード、C13～ C14

日本 PSEマーク

2.58.2CAB-9K10A-EU

AC電源コード、250 V、10 A、CEE 7/7プラグ

ヨーロッパ

2.58.2CAB-250V-10A-IS

AC電源コード、250 V、10 A

Israel

2.58.2CAB-250V-10A-CN

AC電源コード、250 V、10 A

中国

2.37.5CAB-ACTW

AC電源コード、250 V、10 A

台湾

0.682.2CAB-C13-CBN

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.06.6CAB-C13-C14-2M

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.58.2CAB-9K10A-AU

AC電源コード、250 V、10 A、3112プラグ

オーストラリア

2.58.2CAB-N5K6A-NA

AC電源コード、200/240 V、6 A

北米

Cisco APIC M4/L4サーバーの設置およびサービスガイド
43

サーバの仕様

サーバの仕様



2.58.2CAB-250V-10A-ID

AC電源コード、250 V、10 A、

インド

2.58.2CAB-9K10A-SW

AC電源コード、250 V、10 A、MP232プラグ

スイス

2.58.2CAB-250V-10A-BR

AC電源コード、250 V、10 A

ブラジル

2.58.2CAB-9K10A-UK

AC電源コード、250 V、10 A（13 Aヒューズ）、BS1363プラグ

英国

2.58.2CAB-9K12A-NA

AC電源コード、125 V、13 A、NEMA 5-15プラグ

北米

2.06.6CAB-AC-L620-C13

AC電源コード、C13コネクタへの NEMA L6-20

2.58.2CAB-9K10A-IT

AC電源コード、250 V、10 A、CEI 23-16/VIIプラグ

イタリア

該当なし該当なしR2XX-DMYMPWRCORD

電源コードなし（電源コードなしでサーバを発注する際のPIDオプション）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


